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教科学習 教科学力 Learn（習得→活用） 教育目標ー教材・教具ー教授行為・学習形態ー教育評価


































































































































(The Global Achievement Gap)
USAにおける二つの学力ギャップ
.Tony Wangner(2014),Global Achivement Gap,Basic Books,pp.8-9
①アメリカのミドルクラスの子どもたちと貧困層やマイノリティ出身の子ども
とたちとの学力ギャップ
⇒NCLB(No Child Le ehind,2009年)法→ESSA(Every Student Succeeds 
Act,2015年)法 cf.Diane Ravitchによる批判、The Death And Life of The 














克服するために（つまり低学力層の底上げ政策），NCLB（No Child Left Behind, 2009年）法や



































































































学力格差が拡大しないでしょうか。米国で言われている，No Child Left Behindに加えて，No School Left 
Behind!!を本当に実現することが求められいると思います。この点では，学力の低い子どもを切り捨てる
のではなく，そのような子どもたちが示す「つまずき」に丁寧に寄り添い，そこに「深い学び」に至る契
機を見出そうとした，日本の教師たちの「つまずきを生かす教育」という考え方に注目したいと思います。
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Ⅳ.今後の課題<2>
(3)基礎（知識・技能）力と思考力、人間性を結合するカリキュラム、授業の
創出
◎知識=情報ではなく、知識=認識(knowing)の成果として重視すること
Cf.「教科学習」と「総合学習」の相互還流の歴史的教訓を生かすこと、
Cf.佛大のモットー「転識得智」(知識を転じて智慧を得る)の今日的意義
(4)ハイスティクスな試験の要件の開発
⇒「思考力・判断力・表現力」を試す教育評価(ex.パフォーマンス評価)の
方法とその「信頼性」を確保する方法(.ルーブリック)
Cf.田中耕治『教育評価』岩波書店、2008年参照
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さらに，今後の課題を二つ指摘したいと思います。まずその一つは，基礎力と思考力，人間性を結合
するカリキュラムや授業をどのように創出するのかという課題です。そのためには，知識は単なる情
報であると考えるのではなく，認識（knowing）の成果として重視することが大切であると考えます。
このことは，学習指導要領の歴史のところで指摘しました「教科学習」と「総合学習」を分離するこ
となく，「相互環流」するべしという歴史的教訓からも明らかです。ここで，話は少し飛躍しますが，
佛教大学のスローガンであります「転識得智」（知識を転じて智慧を得る）という言葉が，きわめて
現代的な意味を持ってきていると思います。もう一つ課題として指摘したいのは，大学入試というハ
イスティクスな試験に，「思考力・判断力・表現力」を試す評価を導入する点ですが，それを実現す
るためには，その評価方法（例えばパフォーマンス評価など）とその評価方法の信頼性を確保する方
法（ルーブリック）を開発しなくてはなりません。
以上，今回改訂された学習指導要領を歴史的に，社会的に分析して，その特徴と課題を述べてきまし
た。
現代日本のカリキュラム改革の特徴と課題
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Thank You
ご清聴ありがとうございました。
（たなか　こうじ　佛教大学教育学部）
